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1958年 8月 23日，午後2時， 琉球高等弁務官 (HighCommissioner of the 
RyukYll Islands)プース中将は. 1948年 7月以来沖縄における法定通貨であっ
たB円軍票を近〈ドルに切替えることを発表した。(交換率120B円 1ドノレ ;B
円の対ドルV トーは1950年4月12日以来このvートであった。)
9月 15日， 午後2時，高等弁務官布令第14号「通貨J(HICOM O，di同 nce
NUlllber 14 "Currency つが公布され， これによって 9月 16日以降合衆国ドノレ
が琉球列島の法定通貨となることが決定された。
11958年 9月 16日午前0時 1分から，米国ヒおいて通貨土して疏通するこ
とを認められている米国のすべての硬貨及び紙幣からなる米国Fノレを野球列島
















































前目に沖縄に駐留する米国軍隊の使用していた M.P. C. (ドル妄示軍票一一米
国領土外に駐在するアメロカ軍人軍属専用のドル表示の軍支払証票一一〉がすべて合

























年 3月であった。 4月 11日の M.P. C. (ドノレ表示軍票)のドノレ切替えはすで
にその決定が実行段階に入ったことを物語っているが， 5月 13日にはアメリカ
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まる。) ④ 産業及び通貨対策の自主性は喪失される内⑤ 合衆国ドノレの使用
拡政治的，心理的に好ましくない。⑥ 対策として通貨，貿易等の管理権壱琉
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球政府に移譲し，琉球独自の政策壱遂行できるようにする。通貨は外貨を発行
準備とする琉球独自のものを発行する。Jcr沖縄タイムス』日月20日;r琉球新報j8
月 21 日，ただし前掲『琉銀十年史~332頁による。なお『朝日新聞~8 月 25~ 夕刊参照。〕
このような代表的世論に対して，当時沖縄において当初から積極的にドル採































































以上の 4つの根拠を綜合すれば， ドノレ切替えによって， 日本復帰がおくれる
とか阻害されるということは絶対にありえず，むしろかえって実際にB円より















ベソが使用されたのは当時における s アメリカの明確なナV 三ナノレ・イ Y タレ
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もとよりそれはドノレ切替えによって従来の特権的地位を失う琉球銀行の立場を
代弁するものではなしむしろフ'メリカの政策立案者にかわってアメリカの政
策意図を説明，擁護，宣伝する役割を客観的には荷なったものといってよいで
あるう。(ゾース戸明とのいちじるしい類似をみよ。)氏の主観的意図がどこに置か
れていたかは別として。
私が氏の所論を最初に取り上げたのは，ぞれがもつある意味でのユエークな
典型性と共に，とれらの論稿が，つぎに展開される論争の機縁壱あたえる基礎
的文献であったことにもよっている。宝村理論の全評価はし、ずれのちにドノレ切
替えの本質自体を検討する際に改めてあたえることになるであろう。
